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【１】 基本情報
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（基本情報）事業内容

システムインテグレーション

（売上高構成比 98.6％）

クラウドサービス

（売上高構成比 1.4％）

◼生命保険会社、損害保険会社、銀行、信託銀行等の金融業界向けを中
心とした業務用情報処理システムの開発

■飲食店向け店舗運営支援システム
「Order Revolution」

■受付業務支援システム「アイウェルコ」

■顔認証入退室管理システム
 「アイウェルコトール」

業種別売上高構成比

2022年12月期 2023年12月期

保険

49.6%
金融

14.7%

流通・物流

13.1%

製造

官公庁・公共

その他

保険

56.8%
金融

9.1%

流通・物流

10.3%

製造

官公庁・公共

その他 2,687百万円

796百万円

711百万円

2,574百万円

410百万円

468百万円



【２】 事業の強み ・ 成長戦略
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事業の強み・成長戦略

当社が元請（約45％） 大手システムインテグレーション企業

取引継続年数
20年以上

10年以上

他

売上高構成比：上位3社 70.0％（2023年12月期）

強み・成長戦略① 主要取引先

➤収益性
➤取引の継続性
➤ノウハウの蓄積
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事業の強み・成長戦略

強み・成長戦略② 継続案件による売上高が約8割

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

2023/12期 期初予算 2024/12期予算 2025/12期イメージ

システムインテグレーション 売上高予算構成

当期の受注活動を通じて受注を見込む新規案件

前年度の新規受注を受けて積み上がる継続案件

従前からの取引実績に基づく継続案件／年度を跨ぐ長期プロジェクトによる継続案件

（単位：百万円）

新規案件による売上高

22.6％

継続案件による
売上高

77.4％

新規案件による売上高

21.2％

継続案件による
売上高

78.8％

継続案件による
売上高

新規案件による売上高

安定的な収益基盤
が毎年積み上がる
構造
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事業の強み・成長戦略

受注ソフトウェア開発市場の推計

強み・成長戦略③ 需要旺盛な市場

122,410 122,900 
127,201 

132,035 
137,448 

143,496 
149,810 

156,402 

2019 2020 2021 2022 2023 2024（予） 2025（予） 2026（予）

（単位：億円）
平均＋4.4％／年

➤ 2019年は、「2020年経済構造実態調査報告書 二次調査結果【乙調査編】ソフトウェア業、情報処理・提供サービス業、インターネット附随サービス業（総務省・経済産業省）」ソフトウェア業務の
 業務種類別の年間売上高より。

➤ 2020年～2023年は、「特定サービス産業動態統計調査（経済産業省）」の情報サービス業の売上高を参考とし、当社推計。
➤ 2024年～2026年は、「国内ＩＴ市場予測（ IDC Japan社）」の内容を参考とし、当社推計。
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事業の強み・成長戦略

受注可能見込額の推計方法

※ＳＣＳＫ社、NTTデータ社の「有価証券報告書（2023.3月期）」を参考に、

得意先売上高の39.2％（下記①、②の単純平均）相当額が、得意先の外注額 ＝ 当社から見ると受注可能見込額(最大額)に相当と仮定

➤SCSK社 単体損益計算書・製造原価明細書の数値をそのまま適用 125,473／355,610 ≒ 35.3％：①

➤NTTデータ社  単体製造原価明細書より 委託費：496,368 売上高連単倍率：3.03倍より、

（単体委託費496,368×3.03）／連結売上高3,490,182 ≒ 43.1％：②

（単位：百万円）

受注可能見込額の推計（約5,000億円）

得意先（SI企業）
得意先の
直近売上高

得意先の外注額 現 当社受注額 現 当社占有率

（推計値） （2023/12月期） （2023/12月期）

１.ニッセイ情報テクノロジー 78,441 30,748 1,371 4.5%

２.日本アイ・ビー・エム 649,300 254,525 1,274 0.5%

３.ＳＣＳＫ 396,381 155,381 1,167 0.8%

４.ロジスティードソリューションズ 19,824 7,771 283 3.6%

５.スミセイ情報システム 34,027 13,338 259 1.9%

６.エヌ・ティ・ティ・データ関西 32,884 12,890 160 1.2%

７.三菱電機ソフトウェア 104,000 40,768 89 0.2%

計 － 515,421 4,603 0.9%

強み・成長戦略③ 需要旺盛な市場
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事業の強み・成長戦略

DX投資需要の拡大

既存システム

（レガシーシステム）

巨大化 複雑化

モダナイゼーション

重層化

Web化

効率化 利便化

金融・保険業界の現状

拡大するDX投資需要の獲得

業務知識 DX人材・データサイエンティスト 提案型活動

強み・成長戦略③ 需要旺盛な市場

既存システムのモダナイゼーション（近代化）
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事業の強み・成長戦略

IT系の開発技術

業務知識

IT技術者として最低限必要なもの

業界特性 事業環境

事業内容 許認可

個別事情 ・・等

■顧客業界における様々な知識・経験
の蓄積

■一朝一夕で身に付くものではなく、
長年による積み重ね

■業界特化型戦略

業務知識の
多寡

↓

提案力
要件定義力

↓

顧客からの
信頼

↓

継続的受注へ

強み・成長戦略④ 業務知識
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事業の強み・成長戦略

● PMP（Project Management Professional）

PMP 39人

● IPA認定資格（情報処理推進機構）

ITストラテジスト 2人

システムアーキテクト 12人

プロジェクトマネージャ 15人

強み・成長戦略⑤ プロジェクトリーダー

50 60 70

371 371
398

108
152

194

0

100

200

300

400

500

600

700

2022/12期 2023/12期 2024/12期(予)

エンジニア数の推移

プロジェクトリーダー プロパー 協力会社
プロジェクトリーダー

当該プロジェクトを推進する中心的役割を担うことができるエンジニア

プロパー／協力会社 エンジニア

➤平均的なプロジェクトモデル（90百万円／年）

➤資格保有者

（単位：平均 人／月）



【３】 2023年12月期 決算
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（１）決算ハイライト

売上高
5,422百万円
（前期比 ＋17.2％）

営業利益
490百万円

（前期比 ＋48.7％）

営業利益率
9.1％

（前期比 ＋2.0ポイント）

➤売上高、各利益共に過去最高を更新

➤上場効果により協力会社技術者の引き合いが増加

●保険業界における新規顧客との取引開始。

●日本アイ・ビー・エム社との取引が大きく拡大。

●保険業界向け売上高が順調に伸長。

➤システムインテグレーション事業が順調に拡大

●金融業界向け、物流・流通業界向け売上高が大きく伸長。
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（２）損益計算書 サマリー

➤システムインテグレーション事業が順調に拡大し、売上高、各利益共に過去最高を更新。

（単位：百万円）

通期予想
10/31公表

実績
2023

通期予想比
実績

2022
前期比

百分比
2023

百分比
2022

売上高 5,386 5,422 100.7％ 4,626 117.2％ 100.0％ 100.0％

売上原価 4,082 4,088 100.2％ 3,598 113.6％ 75.4％ 77.8％

外注費 － 1,310 － 911 143.7％ 24.2％ 19.7％

売上総利益 1,303 1,333 102.3％ 1,028 129.7％ 24.6％ 22.2％

販管費 845 843 99.8％ 698 120.8％ 15.5％ 15.1％

営業利益 458 490 107.0％ 330 148.7％ 9.1％ 7.1％

営業外収益 16 18 108.9％ 18 97.6％ 0.3％ 0.4％

営業外費用 26 25 96.8％ 11 229.9％ 0.5％ 0.2％

経常利益 448 483 107.7％ 337 143.2％ 8.9％ 7.3％

特別利益 － 3 － － － － －

特別損失 － 1 － － － － －

当期純利益 289 342 118.4％ 212 161.0％ 6.3％ 4.6％
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（３）営業利益 増減要因分析

➤システムインテグレーションの順調な拡大による売上高の増加が、売上原価の増加（主に外注費）、販管費
 の増加（主に減価償却費、支払手数料、求人費）を吸収し、営業利益が増加。

主な増加科目

減価償却費 ＋31百万円
支払手数料 ＋25百万円
求人費 ＋17百万円

（単位：百万円）

受注PJ数の増
受注工数の増

新規案件

継続案件
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（４）事業別売上高

➤システムインテグレーション
新規得意先との取引開始による新規受注、追加受注及び協力会社を中心とした要員の確保が図られたこと

    により、5,346百万円（前期比118.0％増）となりました。

➤クラウドサービス
 新規顧客獲得が計画を下回り、76百万円（前期比78.9％）となりました。

通期予想
2023/10/31公表

実績
2023

通期予想比
実績

2022
前期比

システムインテグレーション 5,298 5,346 100.9％ 4,529 118.0％

クラウドサービス 87 76 87.5％ 97 78.9％

合計 5,386 5,422 100.7％ 4,626 117.2％

（単位：百万円）
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（５）貸借対照表 サマリー

➤株式上場に伴う増資及び当期純利益の増により、自己資本比率：53.1％に上昇(＋11.4ポイント)。

2022
12/31

2023
12/31

増減額

流動資産 1,487 1,981 494

現金及び預金 633 898 265

売掛金及び契約資産 782 1,016 233

その他 71 66 △4

貸倒引当金 △0 △0 0

固定資産 1,299 1,400 101

有形固定資産 863 1,003 140

建物、構築物 285 734 448

工具、器具及び備品 22 43 21

土地 191 222 30

建設仮勘定 358 － △358

その他 4 3 △1

無形固定資産 19 15 △3

投資その他の資産 416 381 △35

投資有価証券 330 297 △32

その他 86 83 △2

資産合計 2,786 3,382 595

（単位：百万円）

2022
12/31

2023
12/31

増減額

流動負債 1,059 980 △78

買掛金 117 157 40

1年内償還予定社債 265 50 △215

1年内返済予定長期借入金 200 361 161

その他 476 411 △65

固定負債 564 604 40

社債 50 － △50

長期借入金 387 482 94

その他 127 122 △4

負債合計 1,623 1,585 △38

資本金 139 298 158

資本準備金 127 286 158

利益剰余金 702 1,044 342

その他有価証券評価差額金 193 168 △24

純資産合計 1,163 1,797 634

負債・純資産合計 2,786 3,382 595

（単位：百万円）

➤淡路島保養所兼研修所
 の建設

➤広島オフィス開設

➤売上高増によるもの

➤公募増資
  （2023.3.29）

➤オーバーアロットメントによる 
売出しに関連して行った
第三者割当増資
（2023.5.1）
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（６）キャッシュ・フロー計算書 サマリー

2022/12期 2023/12期 増減額

税引前当期純利益 334 486 △151

減価償却費 28 58 30

売上債権の増減額（△増加） △156 △233 △77

営業活動によるキャッシュ・フロー 80 145 64

有形固定資産の取得による支出 △382 △206 △175

有形固定資産の売却による収入 － 13 13

投資活動によるキャッシュ・フロー △299 △223 75

フリー・キャッシュ・フロー △218 △78 140

長期借入金による収入 300 600 300

長期借入金の返済による支出 △197 △343 △145

社債の償還による支出 △130 △265 △135

株式の発行による収入 － 316 316

財務活動によるキャッシュ・フロー △27 308 335

現金及び現金同等物 増減額 △246 229 476

現金及び現金同等物 期末残高 383 612 229

（単位：百万円）

➤淡路島保養所兼研修所の建設

➤広島オフィス開設

➤公募増資（2023.3.29）

➤オーバーアロットメントによる売出しに関連
して行った第三者割当増資
（2023.5.1）

➤キャッシュ・フロー計算書



【４】 2024年12月期 業績予想
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（１）2024年12月期 通期業績予想 ハイライト

売上高
6,354百万円
（前期比 ＋17.2％）

営業利益
573百万円

（前期比 ＋16.8％）

営業利益率
9.0％

（前期比 ほぼ横ばい）

➤売上高、各利益共に過去最高の更新を計画

●契約単価アップについては計画に含まず（交渉中）

●継続案件を中心に安定的な売上推移を想定

➤システムインテグレーション事業が順調に拡大

●研修費・採用費の増額

●定期昇給＋ベースアップ 平均＋7.8％

➤積極的な人材投資を吸収し、高い利益率を維持

●顔認証入退室管理システム「アイウェルコ・トール」の販売開始

●専任部署（クラウドサービス部）を新設

➤クラウドサービスの販売拡大策を推進

●幼稚園・保育園への展開
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（２）2024年12月期 通期業績予想 損益計算書

➤損益計算書
（単位：百万円）

実績
2023

通期予想
2024

前期比
百分比
2023

百分比
2024

売上高 5,422 6,354 117.2％ 100.0％ 100.0%

システムインテグレーション 5,346 6,227 116.5％ 98.6％ 98.0％

クラウドサービス 76 126 165.1％ 1.4％ 2.0％

売上原価 4,088 4,801 117.4％ 75.4％ 75.6％

外注費 1,310 1,613 123.1％ 24.2％ 25.4％

売上総利益 1,333 1,552 116.4％ 24.6％ 24.4％

販管費 843 979 116.1％ 15.5％ 15.4％

営業利益 490 573 116.8％ 9.1％ 9.0％

営業外収益 18 37 205.7％ 0.3％ 0.6％

営業外費用 25 5 22.6％ 0.5％ 0.1％

経常利益 483 604 125.1％ 8.9％ 9.5％

当期純利益 342 389 113.8％ 6.3％ 6.1％

うち78.8％が継続案件に
よる売上高
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（３）営業利益・経常利益 増減要因分析

➤システムインテグレーションの順調な拡大による売上高の増加が、売上原価及び販管費の増加を吸収し、
営業利益、経常利益が増加。

➤広島オフィス開設に係る助成金収入を営業外収益に計上予定。

主な増加科目

租税公課・    ＋33百万円
支払手数料・  ＋24百万円
研修費・求人費 ＋14百万円
減価償却費・   ＋11百万円

（単位：百万円）営業利益・経常利益の増益要因

主に、
広島オフィス開設に係る助成金

＜ベースアップ、人員増：新卒入社＋21人＞
＋347百万円
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（４）KPI：エンジニア数（プロジェクトリーダー、プロパー、協力会社）再掲

➤採用費増、上場効果、協力会社との協業体制の更なる強化等を通じて、エンジニア数の増を図る。
➤プロジェクト推進の中心的役割を担うことができる「プロジェクトリーダー」の育成を継続的に図る。

（単位：平均 人／月）

● PMP（Project Management Professional）

PMP 39人

● IPA認定資格（情報処理推進機構）

ITストラテジスト 2人

システムアーキテクト 12人

プロジェクトマネージャ 15人
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エンジニア数の推移

プロジェクトリーダー プロパー 協力会社
プロジェクトリーダー

当該プロジェクトを推進する中心的役割を担うことができるエンジニア

プロパー／協力会社 エンジニア

➤平均的なプロジェクトモデル（90百万円／年）

➤資格保有者
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（５）2024年12月期 四半期業績推移

➤四半期業績推移

1,333 1,257 
1,405 1,426 1,396 

1,582 1,648 1,726 

第1Q 第2Q 第3Q 第4Q

売上高

2023/12期 2024/12期(予)

（単位：百万円）

166

73

155

95
119

136 140

176

第1Q 第2Q 第3Q 第4Q

営業利益

2023/12期 2024/12期(予)

166
239

395

490

119

255

396

573

第1Q 第2Q累計 第3Q累計 第4Q累計

営業利益（累計額）

2023/12期 2024/12期(予)

1,333 

2,590 

3,996 

5,422 

1,396 

2,979 

4,628 

6,354 

第1Q 第2Q累計 第3Q累計 第4Q累計

売上高（累計額）

2023/12期 2024/12期(予)

前期比
＋17.2％

前期比
＋16.8％



ご注意

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在
入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は今後の
様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

お知らせ

中期事業計画につきましては、2024年2月19日に公表予定であります。
（ 「2023年12月期 決算説明会資料」 内にて）
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